
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ．６０ 

発行 １５． ３．１７ 
 
     ＪＲ東労組  業務部 

１ ．2015年度賃金引き上げにあたっては、鉄道事業の安全を確立

するために、社員間の競争や格差拡大を招く、所定昇給額をベー

スアップの算出基礎にはしないこと。 

2014年度賃金引き上げでは、 
「基本給に対し所定昇給額の 4分の 1を加える」と新たな手法を実施 

・本来、ベースアップとは物価上昇分、生活向上分、他企業との足並み、企
業業績の還元等の要素を持つ。 

・職責が重視されることになれば、等級による格差が拡大するばかりか、意
欲は失われかねない。 

・そもそも職責等への処遇は、等級毎の所定昇給額で決定した定期昇給や管
理手当等で向上が図られている。 

【２０１５春闘】 


